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５月２１日（月）から２４日（木）まで、

６年生と一緒に、岩井移動教室に行ってきま

した。３日目は雨が降りましたが、大降りに

ならず、すべて予定通りにメニューをこなし

ました。海方面の移動教室なので、魚の開き

体験、地引き網体験、サンドスキー、磯遊び、

地層観察など、たくさんの体験をしました。

さすが６年生で、昨年度の学習を生かして、

集団生活を十分楽しむことができました。き

っと、この経験をこれからの学校生活に生か

してくれるであろうと期待しています。

さて、最近、児童の日頃の言葉を聞いてい

て、大変気になることがあります。 それは、

いろいろな場面で、いとも簡単に「できませ

ん」「無理です」という言葉を使っているこ

とです。でも、よく考えてみると、まだ実際

にやっていないのに、あるいは過去に試した

こともないのに、なぜ、「私にはできませ

ん」「わたしには無理です」と言えるのでし

ょうか。さらに気になることは、その「でき

ません」「無理です」という言葉を「やりた

くない」という本当の気持ちの言い訳として

使っているように思えることです。これが最

近私が気になる児童の言葉です。

ここで一人の人物を紹介します。その人の

名は吉澤ヨシノリと言います。彼は、現在５

６歳（平成３０年５月現在）の元プロボクシ

ング選手です。彼は、高校卒業後、ボクシン

グジムに入り、１９歳で華々しくデビューし、

その年の新人王になります。将来を期待され、

２０代の時は、何度も日本チャンピオンや東

洋チャンピオンに挑戦しますが、度重なる怪

我などで一度も勝つことができませんでした。

普通の人ならば、チャンピオンを目指すどこ

ろか、ボクシングを続けることさえあきらめ

るでしょう。しかし、西澤さんは諦めません。

負けるたびにさらに激しい練習を自分に課し、

チャンピオンを目指し続けます。そして、３

１歳の時、４度目の挑戦で、初めて日本ミド

ル級チャンピオンになります。その後も、敗

れても敗れても挑戦し続け、その度にチャン

ピオンに返り咲き、４０歳までチャンピオン

ベルトを獲り続けました。これは驚異的なこ

とです。ボクシングはたいへん激しく危険な

スポーツであることから、３７歳になると引

退することになっていました。しかし、西澤

さんの情熱と活躍がルールを変えさせました。

チャンピオンであるか、チャンピオン戦に出

場することが認められている選手は３７歳を

超えても現役を続けることができると改めら

れたのです。しかし、４０歳になったばかり

の平成１９年１月、タイトル防衛戦に敗れ、

とうとう持ち続けてきたチャンピオンベルト

を失い、引退することになりました。

でも、ここで諦めないのが吉澤さんです。

オーストラリアでは年齢制限がないことを知

ると、オーストラリアのプロ認定試験を受け

て合格し、現役を続けていったのです。この

西澤さんが座右の銘として、言い聞かせてい

た言葉が、「Never say can't」です。直訳

すれば、「けっして『できない』とは言わな

い」となります。西澤さんは、「できるかで

きないかは、自分で決めることではない。人

間はやってみなければ分からない。」と言っ

ていました。

自分で自分を見限ることにならないように

してほしいです。みんなの夢や希望は自分自

身のものです。そして、それを実現させるの

も自分自身です。そのために自分を信じて、

行動してほしいと思います。
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